
Q どうやって貯めるの？

一般的に屋根に降った雨水を縦樋に分流器具を取り
付けタンクに貯水します。手軽に始めるなら、市販の
雨水タンクの購入がオススメ。一般的には取水器も
セットでついてきますのでDIYで簡単に設置できます。

●断水ってそんな簡単におこるの？

●過去の大震災の時に水道はどうなったか？

●被災時に雨水って何に使えるの？

被災者の声

・震災直後最も困ったのは「生活用水」の確保だった。

・水運びが大変な重労働だった。

・給水車の水が足りず、水を求めて集まった人の20％程度
にしか行き渡らなかった。

・トイレの回数を減らすために飲み水を我慢した。
（国交省HP「阪神淡路大震災に学ぶ」より抜粋）

貯めた雨水は、さまざまなシーンで利用できます。一般的な断水の場合にはトイレの流し
水や洗濯、お風呂に使えます。それ以外にも水害時に水道が断水し、水不足になって掃除
に苦労することもあります。そんな時に貯めた雨水は衛生面でも活躍します。また、市販さ
れている浄水ボトルを使えば緊急時の飲用水としても利用できます。給水車がこなくても備
えがあれば安心です。また防災蓄雨として貯めた雨水は防災用の備蓄水としてだけではな
く、普段はお庭や花壇・プランターの水やりなどのエコ用途にも使うことができます。

災害時の生活用水を確保する

家庭でもやろう！

災害時の水の確保は、生命を守るた
めに最も重要な問題です。その答えは
皆さんの身近にある「雨」を活かす雨
水活用です！

Q どれくらい貯めておいたらいいの？

一般的な防災冊子には「水」の備蓄量の目安として「1
日1人3ℓ」と記載されていることが多いですが、これは
飲用（料理を含む）に必要な水です。被災時に必要な
「水」は飲用だけではありません。私たちは日常の生
活で沢山の水を使っています。その中でも最も使用量
が多いのが「トイレの流し水」です。最近のトイレは節
水型になりましたが、それでも1回の洗浄に約5ℓの水
を使用します。必要な水の量について、WHOによると
「健康的に暮らすために最低限必要な水の量は1日あ
たり50ℓ」と発表しています。緊急時ということを考慮し、
その半分の25ℓ程度備蓄できれば、もしものときにとて
も役に立ちます。

（4人家族の場合： 25ℓ×4人×3日間＝300ℓ）

阪神淡路 東日本 熊本

震度 6 7 7

断水戸数 123万戸 257万戸 44万戸

給水車到達時間 4日 3日 1日

水道復旧期間 3ヶ月 6ヶ月 2週間

市販浄水ボトルの例

日本は世界有数の地震大国です。近い将来起こると言われている大規模地震には、南海
トラフ地震、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震、首都直下地震、中部圏・近畿圏直下地
震があります。また、分かっているだけでも約2,000もの活断層があり、いつどこで大きな
地震が起きてもおかしくないのです。そして、震度5弱以上の地震では断水のリスクがある
と想定されています（気象庁）。例えば、南海トラフ地震の場合には北海道・東北を除く全
ての地域で震度5弱以上と推定されおり、予想被災人口は6,000万人と言われています。

蓄雨についてもっと詳しく知りたい方はこちら

Facebook 蓄雨 ⇒

また雨水を貯めて備える利点と
して、万が一断水が長期化した
場合に雨水を使い切ってしまっ
たとしても、降雨によって再び水
が補充される点があげられます。

また貯めた雨水がいざというと
きに使えないと意味がありませ
ん。定期的に掃除をすることで
雨水を有効に利用できます。最
近では貯めっぱなしでもキレイ
な雨水を貯めることができる防
災対応型の家庭用雨水タンクも
販売されています。

防災対応型雨水タンク（例）

Q 助成制度はありますか？

雨水タンクの購入には多くの自治体で助成がありま
す。助成金額などの条件は自治体によって異なりま
す。申請方法なども含め、詳しくはお住ま
いの自治体にお問い合わせください。
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防災蓄雨
ぼ う さ い ち く う

蓄雨とは？
蓄雨解説動画 ⇒

日本建築学会 あまみず普及小委員会
問合せ先：笠井利浩【chikuu@googlegroups.com】

南海トラフ 基本ケースの震度分布

南海トラフ巨大地震対策について（最終報告）
～南海トラフ巨大地震の地震像～、平成25年5月より

本紙は、日本建築学会環境基準をもとに作成時点での学術的知見を踏まえて「蓄雨」の考え方や可能性を示すもので、法

令等の補完や根拠を示すものではありません。また、本会は本紙に起因する損害に対しては一切の責任を有しません。



●被災時に企業活動を止めないために

●地域防災の拠点として企業の社会的責任を担う

●国内の大規模な雨水利用システム

東日本大震災以降、BCP（事業継続計画）を策定する企業が増えています。事業継続の妨げとなる要因の中でも『水』問
題は重要なファクターです。近年、断水リスクは大規模地震や異常気象に加え、水道設備の老朽化問題が重なって年々
高まっています。ひとたび断水が発生すると企業活動に大きな影響を与えます。その対策として「蓄雨」という考え方が役
に立ちます。完全に水道に依存するのではなく、雨水利用システムを構築する事で被災時の断水による事業活動停止を
免れる事ができます。また、平時から雨水利用する事で水道水使用量減少による経費削減が見込めます。

私達は地域共助の取組により過去の震災を乗り越えてきました。自治体は民間企業と防災協定を結ぶなど、地域共助・
地域防災の取組に対し企業に大きな期待を寄せています。防災蓄雨（比較的大規模な雨水利用システム）の導入は、事
業継続だけでなく近隣地域防災の拠点として社会的責任を担う事ができます。避難所となる学校や病院、公共施設には
沢山の人が集まります。周辺の企業が防災蓄雨を導入していれば、避難所に水を供給することも可能です。企業防衛の
取組がCSR向上にもつながります。また、送水ポンプの電力供給用に災害時用非常電源があればさらに安心です。

災害時の生活用水を確保する

企業でもやろう！

防災蓄雨は企業活動、社員やその家
族を守る事に繋がります。また、地域
防災・共助として企業のCSR向上にもつ
ながります。

●基本防災蓄雨日数について

日本建築学会環境基準 雨水活用技術規準では、被
災時の生活用水として次式の量の雨水を常時貯留す
ることが推奨されています。

防災蓄雨量(m3)=50ℓ/1000×防災蓄雨対象人数×3

この式の最後の3は3日分を意味し、この日数を基本

●被災時に活躍した大型雨水利用システム

熊本地震（2016年4月）で熊本地方合同庁舎A棟は、
防災拠点としての機能を発揮すると共に被災者を受
入れました。上水は約6日間断水しましたが、約2日間
は受水タンクの備蓄水を利用し、4日間はペットボトル
の水を使用し、トイレについては地下に設置された雨
水貯留槽の水で継続的に使用できました。

防災蓄雨日数と定めていますが、国
内でも地域によって降雨パターンが
大きく異なるため、より良い備えを行
うためには雨水活用システム設置場
所によって設定を最適化する必要が

各地域における防災蓄雨日数の目安

あります。また、
防災蓄雨対象人
数については、住
宅では居住人数、
事務所等では常
駐者以外の避難
者にも考慮した設
定にする必要が
あります。

熊本地方合同庁舎A棟

蓄雨についてもっと詳しく知りたい方はこちら

Facebook 蓄雨 ⇒

SDGs と 防災蓄雨

雨水の利用用途は、洪水緩和・節水・省エネ化そして断水時の水源確保など複合的に計画されています。

防災蓄雨
ぼ う さ い ち く う

蓄雨とは？
蓄雨解説動画 ⇒

日本建築学会 あまみず普及小委員会
問合せ先：笠井利浩【chikuu@googlegroups.com】

東京スカイツリータウン
雨水貯留量 2,635㎥

マツダスタジアム
雨水貯留量 15,000㎥

大阪駅
雨水貯留量 10,000㎥

福岡ドーム
雨水貯留量 2,900㎥

日本建築学会環境基準 雨水活用技術規準より

防災拠点等となる建築物に係る機能継続ガイドライン
防災拠点等となる建築物の機能継続に係る事例集（新築版）より
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